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発行 １８．１．1９ 
 
ＪＲ東労組  業務部 

（会社）盛岡電力技セ：17名に不払い労働があり修正。うち 7件は限度時間 45時間を超過。 
監督官から「打刻時間チェックだけではダメ。過去６ヶ月さかのぼり調査」を指導された。 

（組合）労基署が入らなければ３６違反が把握できないのが実態だ。 
  きっちり職場の組合員に何が指摘されたのか周知すべきだ！ 

（会社）３６違反のすべてが健康障害に結びつくわけではない。３６違反は審議事項ではない。 
審議事項である「長時間にわたる労働による健康障害」とは、連続月８０時間、もしく
は単月１００時間を超えるような場合だ。 

 

（組合）①３６協定は長時間労働による健康障害を防ぐためのもの。 
②３６協定違反により、長時間労働と、それに伴う健康障害が起こる可能性がある。 
③「健康障害の防止を図るための対策」は審議事項である。 

 以上のことは会社も回答していて、未然防止の観点から３６協定違反は審議すべきだ。 

 

（会社）生産年齢人口の減少を考えると、同規模の採用を続けるのは厳しい。 
   スピード感を持って効率的で生産性の高い業務執行体制の確立をすすめる。 

 

 

（会社）希望者には試験を行い、合格率は言えないが正社員化している。 
水平分業を行う委託先でプロパー社員も確保してもらっている。 

（組合）水平分業は委託先に人と仕事を付け替えているだけであり、超勤は減らない。 
   本体でも新規採用の確保が難しいと言っているのに、グループ会社ではもっと厳しい。 


